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■ センター長就任の御挨拶   

 

附属教育実践総合センター長 長谷川 千秋 

 

４月より附属教育実践総合センター長を拝命いたしました長谷川千秋です。慣れない業務にあたふた

している間に、４月も気づけばもう残すところあと数日、ゴールデンウィークが間近に迫ってきました。

みなさまも学期始めを慌ただしくお過ごしのことと思います。 

業務に追われたこの一月、桜や桃は緑を芽吹き、ハナミヅキさえも花の季節を過ぎ、今は躑躅（つつ

じ）や藤の花など、まだ４月というのに初夏の花が目に鮮やかです。例年よりも季節の経過が早く感じ

るのは、そう感じる者の主観だけではないでしょう。あたかも社会情勢の変化の早さに、季節が足並み

を揃えているかのようです。 

さて、実践センターは設置後 30 年余りの歴史があり、これまで多くの先生方が教員養成や教育に関

する研究・社会貢献に携わってこられました。現在は、教育学部、附属学校園、山梨県教育委員会、県

内の教育関係機関と連携しながら、センターの４つの部門に属する先生方が、教員養成・採用・研修に

関する様々な事業運営とともに、それぞれ調査・研究を行い、山梨県内をはじめとする学校現場の今日

的な課題に対応すべく役割を担っています。 

こうした業務に向き合ってみて気づいたことは、山梨大学の実践センターは学内外の多くの先生方に

支えられて今に至っているということです。現在は、臨床心理学、ICT・情報教育を専門とする専任教

員、教職支援に関わる学部の兼任教員、山梨県の教育を牽引してきた多彩な実務家教員、特任教授、客

員教授と、多様な専門的立場から今日的な課題に対応できる配置となっています。これは何にも代えが

たい財産といえるでしょう。 

この恵まれた環境を活かすために、実践センターに属する私たちは、何のために、何をめざして様々

な事業を行おうとするのか、その部分を時には議論をしながらしっかり共有し、よりよい方向に事業を

進めていきたいと考えています。その際には、展開しようとする事業活動の向かう先の人、その人たち

のニーズにあわせた支援であるように、問い直しを続けることも必要でしょう。 

 初夏を思わせる強い日差しは、躑躅の花びらを透き通って花びらを輝かせています。季節ごとの花は

その季節に合わせた花を付けているように思います。季節が花を美しくするのか、花が季節に合わせた

美しさをまとうのか、感覚的な見方が許されるなら、そのどちらでもあるように思います。実践センタ

ーも、今年も時宜に合わせた美しい花を咲かせることができるよう、尽力してまいりたいと思います。 

これからどうぞよろしくお願いいたします。 



■ 着任の御挨拶   

 

教育実践研究部門（兼 教職大学院 教授）   古屋 啓一 

今年度より、学校現場からこちらにお世話になっております古屋啓一と申します。実務家教員として、

現場での経験を生かし、附属教育実践総合センターでの役割を果たせるよう、努力して参りたいと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

教職支援部門（兼 教職支援室 客員教授）  芦澤 秀幸 

４月より教職支援室にお世話になっております芦澤秀幸と申します。令和２年度末に南アルプス市立

白根巨摩中学校を定年退職いたしました。微力ではありますが、これまでの学校現場や行政等での経験

を生かしながら、学生の皆さんの支援にあたりたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

教育実践研究部門（兼 教職大学院 客員教授） 井上 耕史 

４月よりお世話になっております井上耕史と申します。令和２年度末をもって県教育委員会事務局勤

務を最後に定年退職しました。これまでの学校や行政での経験を活かし、少しでも大学のお役に立てる

よう頑張りたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

教育実践研究部門（兼 教職大学院 客員教授） 嶋﨑  修 

４月から、当センターの客員教授としてお世話になることになりました。教員として 36 年の在職中、

指導主事等を含め、県教育委員会に通算 15年、附属小学校に 10年間という、やや偏った経歴ではあり

ますが、当センターの担う任務に少しでも貢献できるよう、努力していきたいと思っております。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

教育実践研究部門（兼 教職大学院 客員教授） 清水 徳生 

本年度よりお世話になります清水徳生と申します。この３月まで、北杜市立高根東小学校に勤務して

おりました。私は小学校勤務が主でしたが、中学校での保健・体育科の指導経験もあります。大学およ

び教職大学院での勤務は初めてですが、どうぞよろしくお願いいたします。 

（順不同） 

 

 

■ センター事業（～５月） 

 

〇 「令和３年度 期間採用者等研修」の御紹介 ― 山梨県教育委員会・山梨大学 連携事業 ― 

１ 趣旨 

研修の機会が充分でない期間採用教職員等や教育に関する実践力を高めたい教員志望学生・院

生に対して、教育に関する基本的な理念、教職についての基本的な知識、さらには実践的指導力

を身に付けるための研鑽の在り方等の基礎的な研修を行う。 

２ 日時   

令和３年５月 22日（土） ８:30～12:30 

３ 会場 

ＺＯＯＭミーティングによるオンライン開催 

 

※ 詳細は、次ページの案内をご覧ください。ご参加（５月 18日申込期限）をお待ちしています。   
 
 



 

 



〇 「『ACTION PLAN』」配付の御報告 ― 山梨大学教師塾プロジェクト 2021～2022 ― 

１ 配付 

新入生ウェルカムガイダンスにて（令和３年４月 17日(土)） 

 ２ 対象 

    令和３年度入学生全員 ※２年生・３年生にも入学時に配付をしています。 

 ３ 内容 

    教職に対するガイダンス・ボランティア活動等の配付資料を閉じ込めるファイルで、４年間の 

教職に関わる学びを俯瞰っできるチャート図が閉じこまれています。 

 

 

 

〇 「模擬授業室」開設の御報告 ― 山梨大学教師塾プロジェクト 2021～2022 ― 

１ 場所 

Ｎ－３１教室 

Ｍ－３０４ 教室   

 

２ 趣旨 

模擬授業や教材研究の場として、教師力向上のため  

学生や院生による主体的な活用を期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

これまでのセンターだよりの一部は、https://www.edu.yamanashi.ac.jp/aepc/ で見ることができます。 


